


■記念すべき第 1 巻第 1 号は，B5 版の大きさで始まり
ました．
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巻頭 大日方 一司 著 日本金属学会会報 第 1 巻(1962)第 1 号 2～3 頁

案内人 東北大学 竹 田 修

日本金属学会会報は，1962年(昭和37年)に創刊されまし

た．今から58年前のことです．当時の編集委員会委員長は

竹内榮先生(東北大学)でした．創刊号には日本金属学会第

13代会長 大日方
おおびなた

一司
いちじ

先生(東北大学)が祝辞を寄稿されま

した．企画「“あのころ”のまてりあ」第 1 回ではその記事

(次頁)をご紹介します．

日本金属学会が発足したのは1937年(昭和12年)であり，

同年日本金属学会誌が創刊されました．欧文誌 Transac-

tions of the Japan Institute of Metals が創刊されたのは1960

年(昭和35年)で，会報が一番若い歴史を持つということに

なります．それまでは，日本金属学会誌に学術論文以外の会

員サービスの記事が掲載されていましたが，学会規模の拡大

と共に会員サービスの記事を会報へと発展的に集約し，刊行

物の機能分化が進みました．会報の充実には編集委員会，事

務局はじめ，多くの会員の負担・尽力が必要であり，そのこ

とに対して大日方先生は労をねぎらっておられます．一方

で，当時，学会会員が 9 千人に達して，各分野における一

流の学者・技術者を抱えており，会報の権威発揮に強い確信

を有していることが読み取れます．

記事では，会報の当初の編集計画が分かります．内容を抜

粋すると，第 1 部 時評，随筆，随想，総説，論説第 2 部

解説，進歩総説，技術資料，技術解説等第 3 部 技術相談

室，ニュース，メモ，新製品紹介等第 4 部 外国文献，論

文概要，新刊紹介，特許第 5 部 編集後記，です．個人的

に面白いと思うのは，第 3 部で「座談会」というジャンル

があることです．座談会については，今後，この企画で取り

上げますのでご期待ください．

感心させられるのは，会報創刊の準備として，会報のあり

方について会員にアンケートをとり，多くの意見を取り入れ

たという事実です．意見の詳細は記事を読んで頂きたいので

すが，どの意見も真摯かつ建設的なもので，会報内容の学術

的水準を高く保つことを求めています．大日方先生はそれを

汲み取り，会報の充実に向けた強い決意を示されています．

一方で，内容がアカデミックになりすぎることを懸念されて

います．個人的には，学問に寄りすぎて産業から離れすぎな

いように，また，専門家ばかり想定して初学者や異分野の研

究者への門戸を狭めないようにとのメッセージと解釈してい

ます．当該のバランスをとることは，今も昔も編集委員会に

とって悩ましい課題です．ただ，会報は会員全員で作り上げ

るものであり，頼りがいのある会員皆様のお力を借りなが

ら，よりよい誌面を希求してゆきたいと思っています．

先見の明のある記事，ぜひご一読を．
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